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石川県地質誌
（絈野，1993）

・高洲山安山岩類は，輪島市街東部の高洲山や鉢伏山から，穴水東部，能都町西部にかけて広く分布するものである。安
山岩の溶岩・火砕岩を主とし，K-Ar年代では23～28Maを示す（柴田ほか，1981）。

・穴水累層として一括された安山岩類のうち，穴水西南方の別所岳を中心として分布するものを，別所岳安山岩類とよぶ。
柴田ほか（1981）の示したK-Ar年代では，別所岳北方：16.8±0.6Ma，別所岳南方：15.9±0.5Ma，桑塚山南方：15.9±0.4Ma，
富来町巌門：17.1±0.4Maとなっている。

・能登半島や石川県南部山地に分布する安山岩類には，22～20Ma前後のものが多いと考えられている。しかし，信頼すべ
きK-Ar年代値は，未だ少数にとどまる。

日本地方地質
誌4 中部地方
（日本地質学会，
2006）

・能登半島の第三紀火山岩類はこれまで上位の穴水層（安山岩類）と下位の柳田層（珪長質凝灰岩類と玄武岩溶岩）に区
分されていたが，火山岩の同位体年代値の増加に伴い，穴水層を北部の高洲山安山岩類（23～27Ma）と南部の別所岳
安山岩類（16～17Ma）に分ける考えが示された（絈野，1993）。

・しかし，20Ma前後の安山岩類や25Ma前後の珪長質火山砕屑岩もあり，単純な二分は困難である。
・吉川ほか（2002）は能登半島北東部の火山岩類を下位から高洲山層（26～30Maの玄武岩・安山岩），神和住層・馬緤層

（19～23Maの安山岩～デイサイト）等に区分した。
・志賀町の海岸線には化学組成が非常に均質なカルクアルカリ岩系の両輝石安山岩が露出し，別所岳安山岩類に属する。
・高洲山層と神和住層の火山岩類はソレアイト玄武岩，カルクアルカリ安山岩，高マグネシア安山岩，アダカイト質安山岩な

どの多様なマグマ組成を示す。

能登半島北部
20万分の1地質
図
（尾崎，2010）

・能登半島北部には，漸新世の火成岩類（高洲山層等），前期中新世の火山岩類（神和住層，別所岳安山岩類等）などが
分布する。

・本地域の中央部～東部には，安山岩溶岩・火砕岩・貫入岩を主体とし，玄武岩溶岩・火砕岩，礫岩，砂岩を含む漸新世火
山岩類が分布し（絈野，1993等），これら火山岩類を高洲山層と呼ぶ。高洲山層からは29～20 Ma の放射年代が得られて
いる（柴田ほか，1981等）。

・別所岳安山岩類は，本地域の南西部に分布する安山岩溶岩及び同火山砕屑岩からなる火山岩類で，放射年代は17～15 
Maに集中し，前期中新世末頃を示す（柴田ほか，1981等）。
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○能登半島の地質に関する知見を総括した絈野（1965）は，能登半島に広く分布する新第三紀前期中新世の火山岩類について，「穴水累層」と区分していた。

○絈野・山田（1991）及び絈野（1993）は，能登半島の安山岩類のK-Ar年代測定値に基づき，前期中新世とされてきた「穴水累層」が新旧2つに分かれる可能性が示唆されることから，「穴水累層」を
北部の「高洲山安山岩類（28～23Ma）」と南部の「別所岳安山岩類（17～16Ma）」に区分した。

○日本地質学会（2006）及び尾崎（2010）は，能登半島の火山岩類を高洲山層（30～26Maの玄武岩・安山岩），神和住層（23～19Maの安山岩～デイサイト），別所岳安山岩類（17～15Maの安山岩溶
岩及び火砕岩）等に区分した。

○当社は上記文献を踏まえ，これまで敷地周辺に分布する安山岩類を「穴水累層（高洲山安山岩類・別所岳安山岩類）」と区分しながらも，表記上は「穴水累層」と一括して記載していたが，最近の
文献では「穴水累層」の名称は用いられていないことから，今後は「穴水累層」は用いず「高洲山安山岩類」と「別所岳安山岩類」に区分して表記することとする。

○なお，敷地及び敷地近傍陸域に分布する安山岩類については，「別所岳安山岩類」に対比される。

敷地周辺に分布する安山岩類（穴水累層の取り扱い）

敷地の安山岩※のK-Ar年代分析結果
（第935回審査会合 机上配布資料1 P.5.2-1-6）

※ 敷地の安山岩は，文献に示された別所岳安山岩類と同じくカルクアルカリ岩系に属する両輝石安山岩を主体とする。
（第935回審査会合 机上配布資料1 補足資料5.2-1）。
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敷地周辺陸域の地質層序表

赤枠：設置変更許可申請（H26）以降の修正箇所※別所岳安山岩類のK-Ar年代が22～15Maと幅があることを踏まえ，別所岳安山岩類と縄又互層，柳田累層の年代はほぼ同時期と解釈。 赤色：設置変更許可申請（H26）以降の修正箇所

○敷地周辺に分布する「穴水累層」の安山岩類については，K-Ar年代測定値から，主に古第三紀の「高洲山安山岩類」と，新第三紀前期中新世の「別所岳安山岩類」に区分される。
○絈野ほか（1993）等に基づけば，古期の「高洲山安山岩類」は富来川以北，新期の「別所岳安山岩類」は富来川以南に分布する。
○また，「高洲山安山岩類」と「別所岳安山岩類」に区分される以前の名称であった「穴水累層」は用いないこととする。
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